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令和７年度 学 校 経 営 報 告 書  
 

八王子市立七国小学校 

校長 長田 猛 

１ 今年度の取組と評価 

① 「生きる力」の育成（学びの質の向上） 

取組目標 重点的な方策 自己評価 

〈確かな学力の 

     育成〉

すすんで学びます 

＜自己発揮・自己

実現＞ 

★『学力向上推進計画』の策定・実施 

「七国小学校 学力向上推進計画」に基づ

き、学力向上委員会において本校の学力上

の課題を明確にし、小中学校間で共有する

とともに、学校全体および学年共通の実効

的取組を協議し、確実に実施することで、

学力向上を図る。 

〇「主体的・対話的で深い学び」の実現 

  研究主題「主体的・対話的で深い学びの

実現～ICT の効果的活用を通して～」の校

内研究（年間講師：東京学芸大学 森本教

授）２年次として、Try＆Error による活気

ある校内研究を目指すことで、教師一人一

人の授業の面白さへの気付きを基にした

授業力向上への動機付けを行う。 

※「実生活、実社会に活きる学び」の推進 

  校内研究での取り扱いとして、実生活・

実社会上の課題と関連付けて学ぶことで、

児童が主体的に概念や仕組みに気付き、実

生活・実社会上の別事象の課題解決に活か

す学習を推進する。 

〇「個別最適な学び」の推進 

習熟度に対応した学習の推進：学力の

二極化の対応として『学力向上推進計画』

に「基礎・基本の定着」と、「伸びる子を

より伸ばす」の 2 本軸に重点をおき、学

習用端末ドリルを活用した学習、復習・

発展問題への取組などを位置付け、学校

共通および学年共通の取組として確実に

実施する。 

興味・関心を活かした学び：一人一人

の興味・関心を生かし、各教科等におい

て関心のある内容について学習用端末や

教科書、図書を活用し、調べる、学級で

共有し、考えを広げる、関連付けながら

深めるなどの学習を推進する。 

〇「学び合い、高め合う学習集団」づくり 

   安心・信頼できる学級経営を土台に、

安心してともに学び合える学級（授業規

★４月組織改正を行い「学力向上

推進委員会」において「学力向

上推進計画」を改定。全学年で

の共通項目、学年項目を設定し

年間を通し実施。校内研究及び

授業改善、習熟度別指導（算数）

を組織的に推進。 

〇令和７年度「八王子市 GIGA ス

クール推進校」を受け、校内研

究授業４本（年間講師：学芸大 

森本教授）、AI 研修会（講師：

粒文化大 野中教授）を市内、

および七国地区学園都市構想

教育機関に公開。参加教員全体

が「主体的・対話的で深い学び」

や効果的な ICT 活用について

学びを深めた。 

〇校内研究を中心に子ども達の

実生活・実社会の中から主体的

に概念や仕組みに気付かせる

課題づくりを研究した。 

〇市学力調査においては、4-6 学

年全教科項目において市平均

を上回った。分析により２極化

傾向のある領域を特定し「学力

向上推進計画」への反映を行っ

た。 

〇令和７・８年度東京都「デジタ

ルを活用したこれからの学び」

を受け、都資料に基づく教員研

修、授業公開を市教育委員会と

連携し実施。次年度に向け計画

立案。 

〇４月 ICT 委員会による校内研

究と連動した教員研修を年３

回実施し、活用系統表を活かし

た ICT 技能の習得と各学年で

の習得・活用を検討・実施。 

〇「学び合い、高め合う学習」の
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律 安心して間違えられる 意見を安

心して発表できる 互いに教え合った

り助け合ったりできる）づくりを行う。

子どもの主体性を高め、「学び合い、高め

合う学習集団」を形成する（「児童サポー

ト型授業」、「ミニティーチャー」の開

拓）。学びにおける「Try＆Error」を保

障し、集団効果を最大限に活かした学び

の開発を進める。 

〇「探究的な学び」の推進 

地域教育資源を最大限有効に活用し、

「八王子市未来デザイン２０４０」との関

連を図りながら、人とのかかわりや体験を

積極的に取り入れ、情報を収集・整理する

過程で、児童が学習課題を見付け解決・提

案し未来を切り拓く探究的な学習を重視

する。 

〇「学び方を身に付ける」学習 

  子どもが主体的に学び方を獲得できる

よう、子どもによる「先生体験」や、「自

分に合った学び方を選択できる授業」、

「自分に合った学び方を計画し実行し

てみる機会」（家庭学習を含む）づくりを

試行する。（学習支援者としての教師） 

〇小中 9 年間を見通した「確かな学力」の育

成 

「学力向上プロジェクトチーム」（小

中一貫教育）各分科会での協議内容を深

化させ、小中学校 9 年間を見通した学習

の躓きや指導法の違いを共有し、協議を

重ねることにより、小・中学校による切

れ目のない学びの在り方を追究する。本

校の校内研究への中学校教員の参加を

通し小中学校が指導法を相互に学び 9

年間を通した効果的な学びを共有する。 

※「全学年一部教科担任制」または「交

換授業」等の導入 

※効果的な家庭学習・授業規律・ノート

の取り方、ICT 活用等の共有 

〇GIGA スクール構想を踏まえた ICT の効

果的活用 

学力向上委員会 ICT 担当により、年度

初めに ICT 系統表を共有し、校内研究部

と連携し教員 ICT 研修を年間通し計画・

実施する。各学年 ICT 活用場面一覧表を

作成・活用し、年度末に改定を行うこと

で、各学年の習熟度に合わせた個別学習

土台となる安心感のある学級

経営は定着してきている。教え

合う活動や質の高い対話によ

る学級全体の深い学びについ

てさらに実践を深める必要が

ある。 

〇「八王子未来デザイン 2040」

を活用した提案型探究学習を

さらに推進するために、「七国

地区学園都市構想」を活用し、

中学校とも連携を深め全学年

で生活科・総合的な学習の時間

を中心に質の高い学習を推進

するため、市および関係機関と

連携を重ね、市・企業へ提案が

できた。次年度以降の教育課程

重点の「小中９年間のキャリア

教育」に向け、小中連携し計画

を立てることができた。 

〇都「デジタルを活用したこれか

らの学び」の試行及び校内研究

を通し、児童自らが主体的かつ

深い学びを行えるよう、課題づ

くりや学習方法の選択、教え合

う活動等挑戦的に取り組み、そ

の成果や課題を共有した。今後

も実践を重ねることで好事例

を共有し、市内外に発信してい

く。 

〇小中「学力プロジェクトチー

ム」において、本校の学力状況

及び対応策を共有し、中学校教

員に授業を参観してもらう事

で小中学校９年間の視点での

学習について協議を進めた。各

分科会で出された意見につい

ては、学力向上委員会で再検討

を行い次年度学力向上推進計

画に還元した。 

〇一部教科担任制の導入・交換授

業を全学年で実施。学習、生活

指導（児童理解）及び教員の授

業力向上、働き方改革に効果が

確認されるため、次年度以降も

継続する。副担任制は今後の検

討課題。 

〇市「GIGA スクール推進校」、都
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を行うとともに、効果的な ICT 活用を系

統的、継続的に図る。 

市「GIGA スクール推進校」兼都「デ

ジタルを活用したこれからの学び推進

校」に校内研究部として取り組み、ICT を

効果的に活用した授業力向上につなげる

とともに、東京都教育委員会作成資料を

日常的に実践し、市内学校の GIGA スク

ール構想の推進と、実効的・効果的な ICT

活用の発信に寄与する。 

〇学びにおける「Try＆Error」の保障 

子ども達の主体的な学びを推進するた

めに、教師と子どもの Try＆Error の機会

を尊重し、主体的な学びの獲得の機会を最

大限に支援する。 

「デジタルを活用したこれか

らの学び」指定校の取組につい

て、年間計画＋複数の教員によ

る主体的な研修、授業公開を実

施。教員の意欲が高まってお

り、次年度以降も市内の学校に

取組を共有し・けん引ができる

状態になってきている。次年度

以降の効果的発信の計画を策

定していく必要がある。 

〇定期的に学校だよりで募集を

行い「学習ボランティアハンド

ブック」（R5 作成）を活用。毎

日または計画的に参加してく

ださる方もおり、低学年を中心

に日常的な実施となってきて

いる。まだ毎日の参加者数が多

いとは言えないので、次年度以

降も保護者・地域に積極的に呼

びかけを行っていく必要があ

る。 

〇「自分たちの学校（授業）は自

分たちでつくる」を合言葉に、

前例にとらわれない授業づく

りや、児童主体の意見を活かし

た児童主体の授業づくりを保

証した。教育活動全般に児童の

主体的な工夫と教員による挑

戦へのサポート体制が出てき

ており、今後も児童主体の学校

づくりを推進していくために、

各教育活動での企画運営を推

進していく。 

豊かな心の育成〉 

心をみがきます 

＜学校生活や社会

生活を創る＞ 

「日本一優しい学

校」づくり 

★『心理的安全性の確保』と『人間理解に基

づく組織的指導・支援』の徹底 

〇子どもと教職員の「心理的安全性」の担保 

  「日本一優しい学校」を合言葉に、優し

さに溢れた学校を子ども、教職員が協働

し創り上げる。 

〇「人間理解に基づく組織的指導・支援」の

徹底 

  児童に不安やトラブルが生じた場合は、

組織力を生かして迅速な情報共有、丁寧

な聞き取りを行うことで心的状況を整理

し、子どもの解決を早期かつ包括的に支

援することで、子ども達の成長の機会と

する。 

〇全教育活動を通した「心」の育成、規範意

識の醸成 

〇いじめや子ども同士のトラブ

ルについても、子どもや保護者

の「不安段階」で迅速に話し合

い状況を整理し即日解決するこ

とで、子ども達の成長や安心に

結びつける手法を多くの教員が

獲得してきており、児童・家庭

の信頼が高まってきている。 

・学校評価 保護者アンケート

「学校が楽しいと感じている子

ども 96％」 

〇元八王子小学校生活指導主任、

学校心理士による教員研修を実

施し、児童理解に基づく組織的

支援の在り方について全教員が

学んだ。 
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「日本一優しい学校」づくりに向け、挨

拶・笑顔・協力を大切にし、子供に惜しみ

ない愛情をかけることで、子供の心理的安

全性を担保する。全教育活動を通して型の

指導と心の耕し（意味の理解）の両輪を図

ながら、トップダウン、ボトムアップによ

る効果的な育成を目指す。 

〇自尊感情・相手意識の向上とコミュニケー

ションスキルの育成 

全教育活動を通して自尊感情や相手意

識を高めるとともに、望ましいコミュニケ

ーションスキルを育成する。各学年におけ

る「コミュニケーションスキルトレーニン

グ」の時間をはじめ、特に児童間のトラブ

ル時は、互いの気持ちに重点をおいた聞き

取りにより情報整理し、「自分の気持ちの

伝え方」や「注意の仕方」、「気持ちの確か

め方」、「ヘルプの出し方」等、子どもとと

もに考え、子どもの自立的な成長につなげ

る。 

〇「いじめ防止」の徹底 

「いじめ対応は第一優先」➡「即日解決」

を基本とし、児童や保護者の「不安を把握

した段階」で、迅速に情報を共有し、一刻

も早い不安の解消を組織的に行う。 

いじめ対策委員会を核とした迅速かつ

組織的対応により、いじめ防止に努めると

ともにいじめの芽の発見段階で組織的か

つ迅速に即日解決を目指す。 

子ども・保護者が安心して相談できる信

頼関係づくりを進めるとともに、生活調査

アンケート、子ども見守りシート、Q-U 調

査、保護者からの連絡等で、子供や保護者

の不安が生じた場合は、迅速・丁寧に聞き

取りを行い組織的な解決を目指す。 

経営支援部を中心とした校務精査によ

り、教員が子どもと向き合う時間を確保す

る。児童のコミュニケーション能力の向上

を図るとともに、児童・生徒主体のいじめ

防止の取組の充実を図ることで、いじめが

発生しにくい学校づくりを推進する。 

〇「子どもが主役の学校」（「自分たちがつく

る」学校） 

子供は「学級・学校づくりの主体」であ

り、将来、地域・社会づくりの担い手とな

る。小学校段階から学級や学校・地域等の

課題について、特別活動の時間を中心に、

主体的に考え、判断し、行動、改善する活

動を教育活動に計画的に取り入れる。 

〇 地域で安心して成長できる学校生活、社

会生活づくり 

・「七国地区学園都市構想」の推進 

地域教育力を長期的かつ最大限に活

〇教職員の心理的安全性を確保

することで教師の心に余裕が生

じ、子どもが「日本一優しい学

校」を意識し思いやりのある言

葉やあいさつなど進んで行動で

きるようになってきている。一

方、精神面の弱さが課題となっ

ている児童も多く在籍し対応の

検討が必要である。 

〇「ABCプロジェクト」が浸透し、

学校のあたりまえを子どもたち

自身が考え実行できる素地が表

れてきている。繰り返し「型の

指導と心の耕し」を行い、意味

を分かり実行できる子ども達を

育てていきたい。 

〇４月に特別支援教室指導教諭

から、発達障害の理解と通常学

級における支援の実際について

教員研修を実施。９月に全児童

に対し、「モヤモヤとの付き合い

方」（コミュニケーションスキル

授業）を実施した。引き続き困

ったときに相談できる子どもを

育てていきたい。 

〇いじめ認知件数 40 件（１２月

末）対策委員会を中心に「いじ

め対応は第一優先・即日解決」

「いじめを怖がらず成長に結び

つける事」を校内で徹底するこ

とで学校内外のいじめ事案の早

期解決および子どもの成長に結

びつけることができてきてい

る。 

〇不登校出現率 1％（１２月末）。

不登校対応強化のため、８月に

東京学芸大学院 増田謙太郎教

授に講演をいただいた。校内「子

ども支援シート」と組織的な保

護者・児童、SSW、医療等との

打ち合わせを丁寧かつ定期的に

実施することで、年間３０日以

上欠席児童は１２月末時点で１

１名（前年度比３名減）となり

その児童も全て関係機関につな

がった。 

〇学校評価時期に合わせ経営支

援部による校務精査委員会を年

2 回開催し、全教職員による校

務精査案の検討を行い、子ども

と関わる時間の確保を進めた。

残業が長時間になる教員は大幅

に減少している。 
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かした教育活動、活力ある街づくりの

推進 

  ・幼稚園・保育園と連携したスタートカ

リキュラムの活用、改善 

  ・七国中学校と連携した生活指導 

    いじめ防止、学校生活のきまり、学

習用端末活用のきまり等の協議 

〇 自らの生き方について考え行動する力

の育成 

  ・「保護者・地域協働型キャリア教育」の

推進（6年）や、探究学習における地

域の方々との交流 

「自ら考え議論する道徳」を要に、自

らの生き方について考え、行動する

力の育成 

〇 心を動かす体験、豊かな感性の醸成 

  ・全学年自然体験教室の実施。各教科等

における体験活動や植生物の観察芸

術・文化活動、友達や地域の方々との交

流等の充実を通し、子ども達に豊かな

感性を培う。 

〇 リーダーシップ・メンバーシップの育成 

  ・縦割り活動や異学年交流の工夫・改善 

  ・「より良い学級・学校・地域づくり」の

主体として、考え、話し合い、実行・

改善する活動を通し、リーダーシッ

プ・メンバーシップの育成を図る。 

〇 交流及び共同学習の推進 

  ・通常学級と特別支援学級の意図的・計

画的な交流及び共同学習の推進 

〇 郷土愛の醸成 

 ・八王子市の食や自然や産業、歴史、文化

等についての交流・体験および探究活動

を通した郷土学習の推進。「八王子未来

デザイン 2040」を活用した「まちづく

り」への主体的な参画意識の醸成 

〇「ABCプロジェクト」を全学年

実施（通年）し、子供の意見を

活かした生活指導を通年で行っ

た。また、各委員会において児

童の主体性を活かした取組・提

案・実施を繰り返すことで「自

分たちがつくる」学校への意識

を醸成した。主体性を発揮する

児童が増えてきているものの、

自ら課題を見付け改善できる力

をさらに高めていく必要があ

る。 

〇八王子未来デザイン２０４０

の提案型探究学習を全学年通年

で進め地域愛を深めるととも

に、七国地区学園都市構想を活

かし地域の縦と横の視点を最大

限生かした情報共有とキャリア

教育活動の推進を図ることがで

きた。 

〇保・幼・小連携会議において、

各校種の特色を活かした接続プ

ログラムを完成させた。 

〇「保護者・地域協働型キャリア

教育」については、６学年で実

施。生きた学びを得るとともに、

２０名以上の保護者・地域人材

をゲストとして迎え子ども達が

自らの生き方を主体的に考える

経験となった。本取組について

は、地域で系統的なキャリア教

育が実現できるよう今後も継

続・発展させていく必要がある。 

〇自然体験 特に４年生のガサ

ガサ体験では、市及び市環境教

育アドバイザーと連携を深める

ことで、年２回のガサガサ体験、

成果の発信、市内小学校とのオ

ンライン研究発表会や、市への

提案など、先進的取り組みを進

めることができた。次年度以降

環境教育として効果的な取組を

発信・共有していくとともに、

市バスを活用した活動の広が

り・深まりを推進していく。 

〇今後も、全学年系統的な地域学

習を重点的に行い、子どもたち

が八王子市の良さに気付き、郷

土愛を深め、未来の八王子市の

主体として・行動・参画できる

ように育成していく。 

〇縦割り活動において高学年の

リーダーシップを高めるととも



 6 

に、６年生のキャリア教育を通

し、進学や就職など将来の社会

と結び付ける学習を行い、「小６

プロブレム」（目標の停滞期）の

改善に対し６年全体で取り組ん

だ。 

〈健康・体力の育

成〉 

体をきたえます 

＜チャレンジ＞ 

〇家庭と連携した望ましい生活習慣の定着

と日常的な健康・安全教育、食育の充実 

健康な生活習慣の確立に向けた健康教

育、食育等について、家庭・地域と連携し

た取組を重視する。避難訓練や安全指導

を通し「生活安全」「交通安全」「災害安

全」に関わる安全教育を徹底し、身近な

危険を予測し、自他の安全に配慮して安

全な行動をとることができるよう「型の

指導」の習得とともに、「自ら考え判断・

行動する力」を育成する。郷土教育の一

環としての「食育」の充実を図る。食物ｱ

ﾚﾙｷﾞｰ対応の徹底を図る。 

〇体育授業の工夫改善と、体力づくりに向け

た取組の充実 

  「七国小学校 体力向上ハンドブック」

の作成及び全学年での活用、体育実技研

修会及び中学校体育との連携を通し、体

育授業の改善を図るとともに、運動の日

常化 を目指した「朝の体力づくり時程」、

全校で縄跳び運動等、「七国小学校２０２

０レガシー」（鉄棒）と連想した取り組み

を進める。 

〇けがの未然・再発予防や怪我をしにくい体

作り、感染症の予防について、養護教諭を

中心とした実際の学校での実態を共有し、

教育活動を工夫するとともに、保護者や地

域への情報発信に努める。 

〇「体幹」を鍛えるため授業中の姿勢につい

ても全校での共通指導とする。 

〇避難訓練では誰一人ふざける

ことなく、型の指導と意味理解

を充実させることができた。 

〇毎回の生活指導部会において

養護教諭によるケガの発生場

所と防止対応について全体で

原因や対策について検討する

ことで、組織的に校内事故の減

少に努めることができた。 

〇毎回の昼放送で給食委員会か

らの放送を行い、健康や地産地

消、残菜の防止などを呼びかけ

るとともに、野菜の栽培、トウ

モロコシやインゲン豆の皮む

き体験等を通し、食に関する体

験を増やすことで、食への意識

を高めることができた。 

〇「七国小学校 体力向上ハンド

ブック」を体育部で作成し、教

員研修を定期的に行うことで、

資質・能力の育成に重点化した

体育授業を実施することがで

きた。次年度は本校の児童の体

育的な課題を踏まえ強化でき

る対応を検討していきたい。 

〇養護教諭が毎月の感染症の状

況を把握し、病気に強い体作り

や、正しい生活、ゲーム時間な

ど、わかりやすく健康教育を行

い、保護者にも適切に情報を発

信することで病気の予防に努

めた。 

〇ビジョントレーニング協会と

連携し、ビジョントレーニング

を取り入れた実態調査と同視

点を取り入れた体育授業の改

善を模索し試行的に進めた。一

定の効果が見られたため、成果

を各学年で共有し、視野の視点

からもケガをしにくい体つく

りを行っていく。 

〇「体幹」を鍛えるため授業中の

姿勢については全校での共通

指導項目として継続した。 
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持続可能な社会の

担い手を育てる 

〇持続可能な社会の担い手を育てるＳＤＧ

ｓの推進 

ＳＤＧｓを現在・未来の実社会・実生活を

地球規模で見る窓としてとらえ、「世界

へ目を向け、問題を発見する力」「必要

な情報を自ら調べ選択する力」「正解の

ない問題に立ち向かう力」を育成する。 

〇全学年において「八王子市未来

デザイン 2040」を取り入れた

提案型授業づくりを年間通し

実施し、身近な問題から地球環

境規模の課題までを系統的・実

践的に学ぶことができた。今後

も七国地区学園都市構想によ

る地域連携資源や ICT の利活

用、STEAM 教育の導入等を通

して、主体的・実践的に持続可

能な社会の担い手になるため

の学習になるよう実践を深め

ることが望まれる。 

小中一貫教育、キ

ャリア・未来デザ

イン教育の推進 

地域の力を活かし

た教育活動を推進 

【七国地区学園都

市構想の推進】 

〇「七国地区学園都市構想」の推進 

  東京家政学院大学、近隣保育園・幼稚園、

七国中学校、連携高校、地元企業との連携

による学園都市構想への着手すること

で、七国地域の教育資源を最大限活用し

た地域教育力の向上を目指す。 

  年 3 回関係者会議を開催し、相互の組織

理解と信頼関係を構築するとともに、

WinWinの関係を模索し、効果的な取り組

みをすることで持続発展可能な構想づく

り、組織作りを最重点取組として推進す

る。 

 七国地区学園都市構想の実現に向け、学校

運営協議会と協議を重ね、「地域学校支援

本部」の設置、学校コーディネーターの役

割の明確化に取り組む。 

 ・学校運営協議会委員として R7に東京家

政学院大学を加えることにより、より

機動的な縦の仕組みの構築 

〇小中一貫教育の推進 

「八王子市小中一貫教育に関する基本方針」

改定の趣旨を踏まえ、地域に生きる子ど

もたちの９年間の発達・成長を見通して、

七国中学校と小中一貫教育を切れ目なく

つなぐ教育活動を計画・実施する。 

※児童会と生徒会連携による あいさつ運動 

及び ユニセフ募金、児童・生 

徒の交流を目的とする「小中ふれあいタイ

ム」、 部活動見学及び 中学校授業体験 、

生活科七国中学校探検、合同学校保健委員

会、青少年対策七国地区委員会 の清掃活

動等の地域行事への合同参加。 

〇小 6ギャップへの対応 

 

〇「八王子未来デザイン 2040」の活用と「保

護者・地域協働型キャリア教育」 

「八王子未来デザイン 2040」の趣旨を踏

まえ、「未来の八王子」のまちづくりに児

童が主体的に参画する力を身に付けると

ともに、保護者を含む地域の様々な方々の

〇学校運営協議会委員に東京家

政大学から委員を委任。 

〇５月に教育、企業、自然の各

団体が集まり、校長より昨年

度実績報告を行うとともに、

今年度予定を説明し持続発展

可能な連携の在り方を確認し

た。また SNS により常時情報

連携と効果的な取組の相談・

募集・調整を行う仕組みを構

築した。 

〇９月には、各団体の特性を活

かした取組を共有・調整を図

るとともに、七国地区学園都

市構想によるコンサートを計

画、１１月２８日（土）に七

国中学校を会場に実施し盛況

を得た。 

〇４月より、小中放課後補習教

室の打ち合わせを学校運営協

議会、七国中学校、学校コー

ディネーター、放課後子供教

室と進め、令和７年度実施案

を策定した。 

〇児童会と生徒会連携によるは

ちおうじっ子サミットでの話

し合いやあいさつ運動、ユニセ

フ募金、小中ふれあいタイム、  

中学校授業体験 、生活科七国

中学校探検、合同学校保健委員

会、青少年対策七国地区委員会 

の清掃活動等の地域行事への

合同参加等、予定通り実施する

ことができた。今後、小中行事

交流なども検討・推進していき

たい。 

〇七国地区学園都市構想によ

り、小中一貫教育をより骨太

にしたことにより、学習、生

活の情報連携に加え、キャリ
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生き方を学ぶ機会をもつことで、自己の

「生き方」を深く考え、主体的に将来に挑

戦する力を身に付けるために、地域・保護

者等の地域教育資源を最大限に活用した

キャリア教育活動を展開する。 

〇地域教育資源の最大活用による学校教育

力向上 

 豊かな七国地域の教育資源の活用に努

め、総合的な学習（探究学習）を中心に、

「良質な体験」（ヒト、モノ、コト）と、ね

らいに沿った「気付き」を通して生きた学

びを獲得させる。 

〇学校教育支援活動の充実  

子どもの育成に直接かかわる、学校教育支援

活動学校コーディネーターの効果的活用

による、学校支援活動の充実、地域ボラン

ティア等の拡充・育成 

ア教育においても学びの連続

性を確保することができた。

今後も構想の仕組みを最大限

活用し、教育活動を豊かにで

きるよう検討を進める必要が

ある。 

〇本校の「八王子未来デザイン

2040」の取組については、全

学年年間を通し七国地区の教

育資源の開拓、児童による調

査活動を行った。これらの取

組については情報発信に努め

HP、学校・学年だより等によ

る進捗状況の報告を行った。

まとめにおいては市関係部課

に協力を仰ぎ児童による市関

係部署への提案を行うこと

で、児童の主体性を活かした

活動を行うことができた。 

 

２ 次年度以降の課題と対応策 

（１）課題と対応 

ア 「個別最適な学習」による個に応じた学力向上  

  ・学力の２極化分析と個別最適な学習の推進【学力向上委員会】 

   基礎・基本の定着にかかわる課題の共有と、実効的・組織的な対策の構築 

   より伸びる児童への発展的な学習時間の保証（AI 等による学習ができないか検討） 

   八王子市学習到達度調査分析と学習方法の改善、発展・補充学習の検討 

   ➡効果的な実践事例の紹介、教員相互の実践研修「教師力向上タイム」（学力向上委員会） 

  ・東京都「ICT を活用したこれからの学び」指定校としての取組推進【校内研究１年次】 

   ・効果的実践・開発、市内外への取組および成果の共有 

・主体的・対話的で深い学びの実現～ICT の利活用～（継続） 

実生活・実社会に関連付けた学びの開拓 

実践的な ICT 教員研修の実施【ICT 担当】 

  ・生成 AI を効果的に活用した「個別最適な学び」に向けた授業づくりの開拓  

・中学と連携した指導の在り方研究【小中一貫教育学力プロジェクトチーム】 

イ 児童主体の「より良い学校づくり」 

  ・特別活動を軸とした児童主体の「より良い学級・学校づくり」【特別活動部】 

   「受け身から主体へ」「学校（学年・学級）づくりへの児童・生徒の参画」 

  ・児童の資質・能力の育成に重点をおいた行事等の改善【行事委員会】 

   保護者による評価から、主体者である児童による評価・改善を踏まえた行事委員会へ 

  ・児童主体型の生活指導（児童による課題の気付きと改善力の向上＝受身型の生活指導の改善） 
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   ・「ABCプロジェクト」の推進（あたりまえのことを、ばかにせずに、しっかりやり遂げる） 

全教育活動を通した「子どもによる課題発見と解決」（よりよい学校生活を創り上げるために） 

・型の指導と心の耕し【生活指導部・特別活動部】 

  ・集団効果を最大限に生かした学び（成長）についての「指導法」の開発【全学年】 

  ・児童・教師の Try＆Error 保証【管理職・全学年】 

ウ 人間理解に基づく組織的指導・支援 

  ・人間理解に基づく組織的指導・支援【全学年】 

・不適応を発生させにくい教師の声掛け、環境調整 

・不適応時のクーリング体制（場）の確保。組織的な話し合いの場の確保。 

・心情（ストレス量）に視点を置いた聞き取り。事案が発生した「仕組み」の理解。事柄・心情の

整理・共有（最も分かってほしいことを理解し合う）。次回に活きる課題解決法の発見と組織的支

援（応援的支援） 

  ・思いやり、相手意識、命の尊厳への意識醸成（道徳授業の改善） 

  ・いじめ対策委員会の機動的運用【いじめ対策委員会】 

いじめは第一優先。即日解決。不安段階での不安解消に向けた迅速な対応を基本とすること。 

・いじめ対応（話し合いによる解決）を通し、子どもの成長を図る 

※話し合いにより、何がどういう仕組みで発生したかを整理し、相手の心情を知ることにより相互

理解を進め、対人関係を改善する。加えて、（同様のことが今後人生の過程で発生することを鑑み）

今後に生きる解決方法を獲得させることで人間的成長を図る。 

・いつでも、誰にでも相談できる環境づくり 

  ・子供の成長に結びつける丁寧な生活指導 

   丁寧な聞き取りと整理。生き抜くスキルの獲得 

・児童のコミュニケーション・スキルの育成 

 通常学級におけるソーシャルスキルトレーニングの実施【子ども支援・特別活動】 

  ・「不登校マニュアル」の改善と組織的不登校児童・保護者支援【子ども支援】 

   関係機関（S.C.、医療、SSW、子ども家庭支援センター等）と連携した家庭の包括的支援 

  ・保護者、児童対応にかかわる教員の指導・育成【管理職】 

ウ 七国地区学園都市構想（幼保から大学まで）の推進 

・小中一貫教育の充実  

・幼保、中高大学との連携 

・家政学院大学との連携協定に基づく取組の開発・推進 

 効果的な連携内容の協議・実施 

 「七国地区学園都市コンサート」の実施 

 

エ 学校・家庭・地域の学校・家庭・地域のさらなる連携・協働 

  ・地域教育資源を活かした探究的な学びの推進 

  ・七国地区学園都市構想の推進 
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  ・保護者・地域連携型キャリア教育の推進 

  ・地域教育力の向上（近隣校・施設を巻き込んだ教育講演会の実施） 

オ 学校事故の防止、感染症防止指導 

  ・事故発生場所点検と児童の見守り・安全指導 

養護教諭による事故発生場所の確認と再発防止策の協議【生活指導部】 

  ・けが防止のための安全指導 

  ・ビジョントレーニングの導入によるけがの防止（検討 体育部） 

  ・感染症防止のための取組の徹底（手洗い・換気） 

カ 校務精査 

  ・学校経営支援部による校務精査（年２回） 

   量から質への教員の柔軟な意識転換 

キ 学校組織力の向上 

  ◎学級減に伴う副校長１名体制に対し、学校組織力が低下しないよう組織対応力を高める必要がある。 

  ・副担任性による学年を基本としたチーム体制の向上 

・「柔軟な思考力と組織的な実行力」の向上のための組織編制・教員の育成 

   経営支援部を中核とした学校課題の抽出、対応策の協議 

  ・各校務分掌における事業の見直し・精査（ねらいの確認と内容・方法の検討） 

  ・選考機会、研究歴等を活かした教職員の育成 


